
 

[主審]ARZUMAN 

【モ】52 分:TIR(C)、64 分:MARZOUK(C) 

78 分：LOKSAIRY(C)、78 分：NEJIM(S)

80 分：NAJIM(C) 

警告(C)／退場(S) 

JAPAN 

GK⑫時久省吾(3) 
DF②徳永悠平(4) 
DF③小宮山尊信(3) 
DF④秋葉陽一(4) 
DF⑤登尾顕徳(4) 
MF⑦伊野波雅彦(2) 
MF⑧兵藤慎剛(2) 
(64 分⑪原 一樹(3)) 
MF⑩藤本淳吾(4) 
(89 分⑬廣井友信(3)) 
MF⑭衛藤 裕(4)  
MF⑯辻尾真二(2) 
(87 分⑮金澤大将(4)) 
FW⑨赤嶺真吾(4) 
(46 分⑲巻 佑樹(3)) 
 

S U B 

GK①赤星 拓(3) 
GK⑱飯塚 渉(2) 
MF⑥池上礼一(4) 
FW⑰小松 塁(4) 
FW⑳高橋大輔(4)  

 

M A N A G E R 

乾 真寛 

M O R O C C O  

GK①JALIL 
DF②TIR 
DF⑤ALAOUI MDAGHRI
DF⑯NAJIM 

DF⑰NEJIM 
MF⑥LAAOUNI 
MF⑦BENTAFRIT 
(60 分⑧KANDOUSSI)
MF⑩LOKSAIRY 
(89 分⑬DEL AL) 
MF⑪AMAL 
(52 分⑱MARZOUK) 
FW⑨SOUARI 
FW⑳MAZOUZ 
(66 分⑮ELEMNASSFI) 

 

S U B 

GK⑫STRANNEO 
DF③FISCHER  
DF④PANARIO 

DF⑭BARRENECHEA 
DF⑲RAINERI 

 

M A N A G E R 

MOUDNI 

【日】47分:藤本淳吾 
【日】80分:藤本淳吾 

得点者(アシスト) 

２( )０ ０－０

２－０
モロッコ 日本 

８月 18 日 18:00 アルサンジャックスタジアム

乾乾
采采
配配
ズズ
ババ
リリ
的的
中中  

後後
半半
盛盛
りり
返返
しし
勝勝
利利
！！ 

藤
本
が
ま
た
試
合
を
決
め
た
。
決
勝
進
出

を
か
け
行
わ
れ
た
男
子
サ
ッ
カ
ー
、
対
モ
ロ

ッ
コ
戦
（
＝
ア
ル
サ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア

ム
）
は
後
半
２
分
、
後
半
35
分
と
藤
本( 

筑

波
大 ) 

が
２
ゴ
ー
ル
。
夢
の
３
連
覇
へ
向

け
、
決
勝
の
切
符
を
手
に
し
た
。 

 
 

試
合
は
、
ま
だ
日
差
し
の
残
る
午
後
６

時
に
キ
ッ
ク
オ
フ
。
開
始
10
数
秒
で
辻
尾

(

中
大) 

が
倒
さ
れ
、
ゴ
ー
ル
エ
リ
ア
手
前

の
右
サ
イ
ド
か
ら
の
藤
本
の
フ
リ
ー
キ
ッ

ク
に
ニ
ア
に
走
り
込
ん
で
い
た
赤
嶺
に
合

わ
せ
よ
う
と
す
る
が
あ
と
一
歩
届
か
ず
。
前

半 

24 

分
に
は
、
小
宮
山(

順
大) 

が
左
サ

イ
ド
か
ら
セ
ン
タ
リ
ン
グ
を
上
げ
、
フ
ァ
ー

サ
イ
ド
に
い
た
兵
藤
（
早
大
）
か
ら
中
央
に

い
た
衛
藤
（
福
岡
大
）
が
流
れ
る
よ
う
な
パ

ス
回
し
か
ら
シ
ュ
ー
ト
。
そ
れ
を
赤
嶺
が
ゴ

ー
ル
キ
ー
パ
ー
の
手
前
で
止
め
シ
ュ
ー
ト
。

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
の
フ
ァ
イ
ン
セ
ー
ブ
に

阻
ま
れ
は
し
た
が
惜
し
い
シ
ー
ン
が
生
ま

れ
た
。
こ
の
後
も
、
赤
嶺
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
、
サ
イ
ド
攻
撃
を
進
め
る
。
モ
ロ
ッ
コ
も

シ
ュ
ー
ト
は
打
つ
が
、
精
度
の
悪
さ
と
ポ
ス

ト
に
助
け
ら
れ
、
お
互
い
ノ
ー
ゴ
ー
ル
で
前

半
を
終
え
た
。 

後
半
か
ら
は
前
試
合
同
様
、
赤
嶺
に
代
わ

り
巻(

駒
大)

を
投
入
。
開
始
２
分
、
徳
永

(

早
大)

が
右
サ
イ
ド
を
一
気
に
駆
け
上
が

り
伊
野
波(

阪
南
大) 

へ
。
そ
れ
を
中
央
で

フ
リ
ー
に
な
っ
て
い
た
藤
本
が
も
ら
い
、
切

り
込
み
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
２
人
を
か
わ
し
、

ゴ
ー
ル
左
隅
に
決
め
先
制
し
た
。
そ
し
て
、

「
一
番
活
き
の
良
い
」（
乾
監
督
）
原
が
後

半
19
分
に
入
り
、
巻
と
２
人
で
相
手
デ
ィ

フ
ェ
ン
ス
を
掻
き
回
す
。
焦
っ
た
の
か
相
手

は
ゴ
ー
ル
エ
リ
ア
手
前
で
巻
を
倒
し
て
、
モ

ロ
ッ
コ
の
17
番 

Ｎ
Ｅ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
が
一
発
レ

ッ
ド
。
そ
の
得
た
フ
リ
ー
キ
ッ
ク
を
藤
本
が

そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
左
隅
に
決
め
、
後
半
35

分
に
２
点
目
を
も
ぎ
取
っ
た
。「
自
信
が
あ

り
ま
し
た
」
と
試
合
後
に
藤
本
。
そ
し
て
最

後
は
必
勝
パ
タ
ー
ン
。
巻
を
１
ト
ッ
プ
に

し
、
金
澤
、
廣
井
を
投
入
し
守
り
固
め
。
数

的
有
利
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
相
手
の
パ

ワ
ー
プ
レ
ー
か
ら
も
逃
げ
切
り
、
２
―
０
で

勝
利
し
た
。 

不
安
視
さ
れ
て
い
た 

Ｄ
Ｆ
陣
も
５
試

合
終
わ
っ
て
１
失
点
と
堅
実
な
守
り
。
た

だ
、
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
徳
永
は
５
戦

と
も
フ
ル
出
場
。
攻
守
と
も
に
そ
の
存
在

は
大
き
い
だ
け
に
疲
労
の
蓄
積
が
プ
レ

ー
に
影
響
し
な
い
か
心
配
で
は
あ
る
。
次

は
初
戦
、
今
日
の
モ
ロ
ッ
コ
戦
と
同
じ
ア

ル
サ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
「
ぼ
こ
ぼ

こ
で
や
り
づ
ら
い
」
と
も
ら
す
藤
本
だ

が
、
こ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
で
初
戦
に
２
点
、

今
回
２
点
の
合
計
４
ゴ
ー
ル
を
生
ん
だ

相
性
の
い
い
場
所
で
あ
る
だ
け
に
、
フ
ァ

イ
ナ
ル
で
大
黒
さ
ま
な
ら
ぬ
「
藤
本
さ

ま
」
の
ゴ
ー
ル
に
期
待
し
た
い
も
の
だ
。

（
荒
川
好
和
）

基本フォーメーション 

時久 

登尾 秋葉 

徳永 小宮山 

伊野波 衛藤 

藤本 
兵藤 辻尾 

赤嶺 

終了間際、相手 CK からピンチを招く

が、と時久（中央）がこれをセーブす

る。２戦目以降、ゴールマウスを守り

続けている守護神はこの日も再三に

渡り日本のピンチを救ってきた。 

▲兵藤は序盤から積極的に攻撃参加し、試合を日本の

ペースにもっていった 

▲ 藤本の２点目は得意の FK から生まれた 

先制ゴールを決めた藤本

を祝福する選手たち。日を

追うごとにチームは団結

している 


